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　３月１３日、とりのき保育所の園児が、松前町南黒田
にある菜の花畑（岡井剛太郎さん所有）に招待されまし
た。詳細は２６ページ。
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♥サニー ちゃん（左）♥マミー ちゃん
ラブラドルレトリバー

３月からわが家に仲間入りしたサ
ニーに大さわぎの毎日です。ただ
一匹落ち着いているのは１４歳の
マミー。
元気に仲良く過ごそうね♡

渡邉八郎さん、司さん（宮下）

うちの子自慢大募集！
  掲載希望の人は、ペットの名前、性
別、種別、飼い主の氏名、住所、連絡先、
メッセージ（５０字程度）を書いて、ペッ
トの写真を添え、メールまたは郵送で
お申し込みください。
■ 提 出 先　 総 務 課（ Ｅ メ ー ル
soumu@city.iyo.lg.jp）

うちの子自慢
ペットは大切な家族



特
集自

分
ら
し
い
生
活
の
た
め
に

 　

  

―
男
女
共
同
参
画「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」―

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」と
は

○
男
女
が
権
利
、
義
務
の
対
等
な
関
係

を
持
ち
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
強
要
、
強

制
さ
れ
る
こ
と
な
く
主
体
的
に
参
画
す

る（
積
極
的
に
意
思
決
定
過
程
に
加
わ

る
）こ
と
が
で
き
る
。

○
男
女
の
性
別
に
よ
っ
て
利
益
に
違
い

が
生
ず
る
の
で
は
な
く
、
個
人
の
能
力

に
よ
っ
て
均
等
に
参
画
す
る
機
会
が
確

保
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
の
能
力

に
応
じ
て
均
等
に
利
益
を
享
受
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

○
男
女
が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し

て
共
に
責
任
を
担
う
。

　

こ
れ
ら
が
実
現
さ
れ
る
社
会
を「
男

女
共
同
参
画
社
会
」と
い
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
２９
年
４
月
か
ら
の

１０
年
間
を
計
画
期
間
と
す
る「
第
２
次

伊
予
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
」を

策
定
し
、
男
女
が
互
い
に
尊
重
し
合
い
、

個
性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
、
５
つ
の
基
本
目
標
を

掲
げ
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

今
回
の
特
集
は
、
基
本
目
標
の
ひ
と

つ「
家
庭
生
活
と
仕
事
、
地
域
活
動
が

両
立
す
る
環
境
整
備
」の
う
ち『
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
』を
紹
介
し
ま
す
。
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自分らしい生活のために
　　　　　　労働生産性の向上のために

＊調査期間　平成２８年９月１７～２８日
＊調査対象　【個人】市内に住む１８歳以上の男
女１，５００人【事業所】市内の２００事業所（ともに
無作為抽出）
＊回答者数　【個人】５６５人【事業所】９６事業所
＊有効回収率　【個人】３７．７％【事業所】４８％

男女共同参画

会社のトップの意識改革
管理職の意識改革

管理職以外の社員の意識改革
有給休暇取得率の数値目標を定める
長時間労働・休日出勤等の話し合い
短時間勤務・フレックス制度など

ノー残業デーの実施
ワーク・ライフ・バランス推進担当者の決定

その他
特にない

ワーク・ライフ・バランス推進の取り組み（事業所）

１４人
２８人

１９人
１１人
１２人
９人

１６人
１人
６人

３７人

１２％
２％

ワーク・ライフ・バランスという言葉の認知度

よく知っている ある程度知っている 聞いたことがある
知らない 無回答

個人

事業所 １３％ ４５％ ２８％

８％ ２５％ ２６％ ３８％
３％

― 意識調査 ―
「男女共同参画に関する市民アンケート」

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

が
実
現
し
た
社
会
と
は
、
国
が

平
成
１９
年
に
策
定
し
た「
仕
事

と
生
活
の
調
和
憲
章
」に
お
い

て「
国
民
一
人
ひ
と
り
が
や
り

が
い
や
充
実
感
を
感
じ
な
が
ら

働
き
、
仕
事
上
の
責
任
を
果
た

す
と
と
も
に
、
家
庭
や
地
域
生

活
な
ど
に
お
い
て
も
、
子
育
て

期
、
中
高
年
期
と
い
っ
た
人
生

の
各
段
階
に
応
じ
て
多
様
な
生

き
方
が
選
択
・
実
現
で
き
る
社

会
」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
の
こ
と
を

目
指
す
べ
き
社
会
と
し
て
い
ま

す
。

○
就
労
に
よ
る
経
済
的
自
立
が

可
能
な
社
会

○
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
た
め

の
時
間
が
確
保
で
き
る
社
会

○
多
様
な
働
き
方
・
生
き
方
が

選
択
で
き
る
社
会

　

し
か
し
、
現
実
に
は「
安
定

し
た
仕
事
に
就
け
ず
、
経
済
的

に
自
立
で
き
な
い
」「
仕
事
に

追
わ
れ
、
心
身
の
疲
労
か
ら
健

康
を
害
し
か
ね
な
い
」「
仕
事
と
、

子
育
て
や
親
の
介
護
と
の
両

立
が
難
し
い
」な
ど
の
理
由
で
、

仕
事
と
生
活
の
間
で
問
題
を
抱

え
る
人
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
が
行
っ
た
意
識
調
査

で
は
、
市
内
事
業
所
の
５８
％
が

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
」

と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
る

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
推
進
す
る
た
め
に「
管
理

職
な
ど
の
意
識
改
革
や
ノ
ー
残

業
デ
ー
の
実
施
に
取
り
組
ん
で

い
る
」と
い
う
回
答
が
あ
っ
た

反
面「
何
も
取
り
組
ん
で
い
な

い
」と
い
う
回
答
も
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
個

人
の
認
知
度
は
３３
％
と
低
い
水

準
に
あ
り
、
ま
だ
ま
だ
一
般
に

浸
透
し
て
い
な
い
と
い
え
ま
す
。

　

ま
た
、
共
働
き
世
帯
が
増
加

し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

か
つ
て
の
よ
う
に
夫
は
働
き
、

妻
が
掃
除
、
洗
濯
、
食
事
の
支

度
や
片
付
け
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な

ど
家
庭
や
地
域
で
役
割
を
担
う

固
定
的
な
役
割
分
担
の
意
識
が

残
っ
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

　

仕
事
中
心
の
生
活
だ
と
、
個

人
で
は
、
家
族
と
の
時
間
が
取

れ
な
い
、
自
己
啓
発
や
地
域
活

動
へ
の
参
加
が
困
難
、
長
時
間

労
働
が
心
身
の
健
康
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
な
ど
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。

　

一
方
で
、
社
会
全
体
で
は
、

労
働
力
不
足
の
深
刻
化
、
生
産

性
の
低
下
、
活
力
の
衰
退
、
少

子
化
の
急
速
な
進
行
、
地
域
社

会
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
企

業
で
は
、
人
材
確
保
競
争
の
激

化
が
顕
著
化
し
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
解
決
の
た
め
に
は
ワ
ー
ク・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

状
況
に
応
じ
て
仕
事
と
生
活
の

バ
ラ
ン
ス
を
取
れ
る
よ
う
に
す

る
こ
と
で
、
心
身
の
健
康
の
維

持
に
努
め
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
子
育
て
や
介
護
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
な
ど
に
必
要
な
時
間

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
企
業
で
は
知
識
や

技
術
、
経
験
の
あ
る
人
材
の
離

職
を
防
ぎ
、
有
能
な
人
材
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
、
限
ら
れ

た
時
間
で
仕
事
を
遂
行
し
よ
う

と
す
る
た
め
、
仕
事
の
効
率
化

が
図
ら
れ
る
な
ど
の
効
果
が
期

待
で
き
ま
す
。

　

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

は
、
働
く
方
々
と
事
業
主
が
協

力
し
て
、
自
主
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
望
ま
し
く
、
国
や
地
方

公
共
団
体
な
ど
が
支
援
し
、
社

会
全
体
で
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
べ
き
も
の
で
す
。

　

個
人
の
皆
さ
ん
は「
自
分
ら

し
い
生
活
の
た
め
に
」、
事
業

者
の
皆
さ
ん
は「
労
働
生
産
性

の
向
上
の
た
め
に
」働
き
方
改

革
の
一
環
と
し
て
、
今
日
か
ら

取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

な
ぜ
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
が
必
要
な
の
？

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
っ
て
な
に
？

ひ
と
つ「
働
き
方
」を
変
え
て
み
よ
う
！

１２％

仕事

健康
休養 家庭

地域
活動 趣味

自己
啓発

ワーク・ライフ・バランス
　夫婦で理容室を経営している福岡智広さんと千
歳さん。毎日、９～１９時まで、笑顔でお客様を迎え
ています。
　閉店後や休日には、バドミントン、レクバレーなど
を楽しみ、智広さんは、ふたみトライアスロン大会に
も出場しています。今年の３月末まで翠小学校のＰ
ＴＡ会長を務め、数多くの行事にも参加。行事の日
と店の定休日が合わないことが多いため、どちらか
が必ず参加するように二人で協力しています。

左から福岡智広さん（双海町上灘）、桂吾さん、
千歳さん（後列）、静七さん、勝榮さん

家族との時間
　「息子が小学校に入学した時から、毎朝、友達との
待ち合わせ場所まで見送りをしているんです。息子
が卒業後も、娘が通学しているから、今も続けてい
ます。もう８年になるかな」と笑顔で話す智広さん。
　「毎日見送りをしているのは本当に感心します。私
も、夫と同じ趣味を持つことで、楽しい時間を共有
できてうれしい」と照れた様子で話す千歳さん。
ワーク・ライフ・バランスの実現
　「仕事も家族も、プライベートも全て大切」と話す福
岡さん夫婦のライフスタイルは、仕事の手を抜くこ
となく誇りを持ってお客様と接し、趣味の時間を楽
しみ、地域活動なども行う「仕事」と「生活」のバラン
スが取れた、まさに理想の形です。
　ワーク・ライフ・バランスの実現について尋ねると
「意識しているわけではなく、何でも楽しみながらし
ているからかな」と話すのは、「仕事だけ」「生活だけ」
に重心を置くのではなく、全てのことに全力で取り
組んでいるからでしょう。

ワーク・ライフ・バランスとは
　　　　　　　　「仕事」と「生活」の調和



　

１０
月
１２
日
、
１３
日
の
２
日
間
で
開
催

さ
れ
た
全
国
女
性
会
議
ｉｎ
金
沢
に
参
加

し
ま
し
た
。

　

最
初
に
全
体
会
議
で
は
、
約
２
千
人

の
参
加
者
が
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
金
沢

歌
劇
座
ホ
ー
ル
に
集
い
、
金
沢
の
伝
統

文
化
に
ふ
れ
、
金
沢
ら
し
さ
を
一
番
に

考
慮
さ
れ
た
主
催
者
の
心
意
気
に
改
め

て
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
商
工
会
議
所
に
場
所
を
移

し「
み
ん
な
で
、
元
気
に
暮
ら
そ
う
！ 

〜
里
・
山
・
海
の
恵
み
を
未
来
に
〜
」を

テ
ー
マ
と
し
た
分
科
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
１
９
９
２
年
に
農
林

水
産
祭
農
産
部
門
に
お
い
て
天
皇
杯
を

受
賞
さ
れ
た
株
式
会
社
林
農
産
代
表
の

林
浩
陽
氏
の
講
演
を
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

林
氏
は
、
現
在
、
幼
稚
園
児
と
小
学

生
を
対
象
に「
食
と
生
命
の
大
切
さ
を

伝
え
る
こ
と
」を
自
ら
の
志
と
し
て
実

践
し
て
い
ま
す
。
食
育
は
日
本
農
業
を

救
う
。
子
ど
も
た
ち
に
作
り
物
と
本
物

の
野
菜
を
見
せ
、
触
ら
せ
、
そ
の
違
い

を
問
い
ま
す
。
本
物
に
は
、作
り
物
に

は
な
い「
命
」と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
命
の
あ
る
も
の
を
い
た

だ
か
な
い
と
生
き
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

食
育
授
業
で
一
番
大
切
な
の
は「
命
に

感
謝
す
る
心
」と
の
こ
と
で
し
た
。　

　

今
回
の
女
性
会
議
で
は
、
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ん
と
知
り
合
い
、
語
り
合
い
、

た
い
へ
ん
有
意
義
な
時
間
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と

を
こ
れ
か
ら
の
生
活
の
中
で
生
か
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
た
た
え
よ
う
こ
れ
ま
で
の
道 

彩
ろ

う
未
知
な
る
明
日
」を
テ
ー
マ
に
し
た

金
沢
で
の
研
修
は
、
１０
月
１２
日
、
１３
日

の
２
日
間
の
大
会
で
し
た
。

　

開
会
式
で
は
金
沢
市
長
の
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
が「
一
人
ひ
と
り
の
多

様
な
生
き
方
が
尊
重
さ
れ
、
誰
も
が
生

き
が
い
や
希
望
を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

活
発
な
議
論
と
参
加
者
同
士
の
連
携
を

広
げ
、
深
め
る
場
と
な
る
よ
う
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
大
会
準

備
を
し
ま
し
た
」と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

心
に
深
く
染
み
入
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後「
一
人
ひ
と
り
が
大
切
に
さ

れ
る
防
災
・
減
災
の
ま
ち
づ
く
り
を
め

ざ
し
て 
〜
か
け
が
え
の
な
い『
い
の
ち
』

に
寄
り
添
う
〜
」を
テ
ー
マ
に
し
た
分

科
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
北
陸
学
院
大

学
田
中
純
一
教
授
か
ら
は
、
災
害
時
の

避
難
所
運
営
で
は
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
を

持
っ
た
被
災
者
一
人
一
人
に
配
慮
し
た

対
応
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
伝
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

私
は
、
日
頃
よ
り
行
政
が
避
難
所
運

営
を
行
う
と
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
を
伴
う

の
で
、
防
災
士
や
女
性
消
防
団
員
が
避

難
所
運
営
を
行
う
の
が
最
も
理
想
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
会
に
参

加
し
、
改
め
て
伊
予
市
の
防
災
の
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
再
認
識
し

ま
し
た
。

たたえようこれまでの道 彩ろう未知なる明日

日本女性会議２０１８ｉｎ金沢

　平成３０年１０月１２～１３日、石川県金沢市で「日本
女性会議」が開催されました。全国から約２，０００人
が集う会議に参加した山﨑由紀子さんと小西千鶴
子さんの感想を紹介します。

「男女共同参画社会基本法」が施行されて２０年を迎えて

伊予市女性リーダー育成
委員会
会長 亀岡マリ子さん

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
基

本
法
」が
施
行
さ
れ
て
２０
年

に
な
り
ま
す
。

　

以
来
、
国
で
も
県
で
も
さ

ま
ざ
ま
な
法
や
制
度
が
充
実

さ
れ
、
男
女
共
同
参
画
社
会

の
形
成
に
向
け
た
取
り
組
み

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
社
会
は
確
実
に
変
わ
っ

て
き
て
い
る
と
実
感
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
各
種
意
識
調
査

な
ど
の
結
果
か
ら
は
、
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は

ま
だ
ま
だ
至
っ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
が
伺
わ
れ
ま

す
。
長
年
の
社
会
通
念
、
慣

習
、
し
き
た
り
な
ど
の
払
拭

に
は
、
や
は
り
長
年
か
か
る

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　

従
来
の
社
会
の
在
り
方
に

不
都
合
を
感
じ
て
い
な
い
人

が
少
な
か
ら
ず
い
る
一
方
、

生
き
づ
ら
さ
や
、
不
都
合
を

感
じ
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん

い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
が
笑

顔
に
な
れ
る
、
一
人
一
人
が

幸
せ
な
社
会
に
し
て
い
く
た

め
に
、
老
若
男
女
誰
も
が
互

い
に
人
権
を
尊
重
し
合
い
、

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
え

る「
男
女
共
同
参
画
社
会
」の

実
現
に
向
け
て
一
歩
ず
つ
前

進
し
た
い
も
の
だ
と
思
い
ま

す
。

日本女性会議２０１９さの

■開催日　１０月２５日（金）～２７日（日）
■場所　栃木県佐野市
募集案内は広報いよしでお知らせします。

次回は
栃木県

▲２月２日、県と県内２０市町が「輝く女性の活
躍を加速化する男性リーダーの会」行動宣言に
賛同しました

「輝く女性の活躍を加速化する男性
リーダーの会」行動宣言に賛同　

　「輝く女性の活躍を加速化する男性リー
ダーの会」行動宣言とは、組織のトップを務
める男性リーダーが、さまざまな女性の意欲
を高め、その持てる能力を最大限発揮でき
るように「自ら行動し、発信する」「現状を打
破する」「ネットワーキングを進める」ことを
宣言するものです。賛同する男性リーダー
が宣言に沿って具体的な取り組みを進め、
取り組みの輪を社会的に影響力のある男性
リーダーに広げていくことを目指します。

山
﨑
由
紀
子
さ
ん

小
西
千
鶴
子
さ
ん

山﨑由紀子さん（左）と小西千鶴子さん

ようこそ！ 『人生１００年時代』さあ、共に語り、絆結ぼう。

伊予市男女共同参画市民・職員合同研修会開催

よかれと思った行動が
　　セクハラにならないために

　２月５日、オフィス・カラー代表の水谷紀子さん
を講師に迎え「よかれと思った行動がセクハラにな
らないために」をテーマに研修会を開催しました。
　市民６人、市職員３６人が参加し、ハラスメント全
般の基本や具体的な事案を学びました。参加者か
らは「ハラスメントは、大変重要であり難しいテー
マだと思う。これからも意識してよりよい人間関
係を築きたい」などの声が上がっていました。
　今後、市民の皆さまを対象とした研修会の開催
も考えていますので、ぜひご参加ください。

男女共同参画
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平
成
３１
年
度

施
政
方
針
・
当
初
予
算

所
信
表
明

＊
基
本
施
策（
抜
粋
）

■
人
に
優
し
い
道
路
・
交
通
体
系
づ

く
り

■
潤
い
の
あ
る
水
環
境
づ
く
り

■
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り

快
適
空
間
都
市
の
創
造

基
本
目
標
①

主
要
施
策

　

今
年
は
新
天
皇
即
位
と
同
時
に
改

元
が
行
わ
れ
る
歴
史
的
な
一
年
で
あ

り
ま
す
。
ま
さ
に
新
し
い
時
代
へ
の

幕
開
け
を
迎
え
ま
す
。
気
持
ち
も
新

た
に
、
託
さ
れ
た
２
期
目
の
市
政
運

営
に
全
力
で
取
り
組
む
所
存
で
あ
り

ま
す
。

《（
省
略
）
市
の
主
要
施
策
》

　

私
に
と
り
ま
し
て
、
今
年
は
市
政

運
営
２
期
目
の
折
り
返
し
の
年
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
２
年
間
、
新

庁
舎
へ
の
移
転
、
国
民
体
育
大
会
な

ど
市
史
に
残
る
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

ま
た
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設
や

こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
災
害
へ
の

対
応
に
も
当
た
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
が
順
調
に
進
み
ま
し
た
の

は
、
ひ
と
え
に
議
員
各
位
、
ま
た
市

民
の
皆
さ
ま
の
ご
支
援
と
ご
協
力
の

お
か
げ
で
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、
あ

ら
た
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
は
、
あ
れ
も
こ
れ
も
で
き
る
よ

う
な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
と
も
、
市
民
目
線
を
大
切
に
し
、

信
頼
さ
れ
る
行
政
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

未
来
に
希
望
の
持
て
る
輝
き
の
あ

る
伊
予
市
で
あ
る
た
め
に
、
今
、
何

を
す
べ
き
か
を
考
え
、
し
っ
か
り
と

議
論
の
で
き
る
施
策
を
提
案
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
に
は
、
引

き
続
き
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
私
の
所

信
表
明
と
い
た
し
ま
す
。

【
主
な
取
り
組
み
】

○
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
Ｉ
Ｙ
Ｏ
夢

み
ら
い
館
」に
通
じ
る
市
道
の
舗
装

整
備
、
お
よ
び
踏
切
拡
幅
改
良
工
事

の
実
施

○
中
山
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
の
供
用
開
始
に
向
け
た
道
路
照
明

灯
な
ど
の
整
備

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス「
あ
い
く
る
」

の
本
格
運
行
に
向
け
た
運
行
計
画
の

再
編
と
停
留
所
の
整
備

○
ＪＲ
南
伊
予
駅
の
供
用
開
始
に
向
け

た
駐
輪
場
の
整
備

○
大
規
模
災
害
に
備
え
た
水
道
施
設

の
耐
震
化
の
促
進

○
災
害
発
生
時
の
通
信
環
境
の
改

善
、
お
よ
び
被
災
者
生
活
再
建
支
援

シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど
災
害
発
生
後

の
対
応
の
整
備

＊
基
本
施
策（
抜
粋
）

■
市
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り

■
効
率
的
で
透
明
性
の
高
い
行
財
政

運
営

【
主
な
取
り
組
み
】

○
住
民
自
ら
が
、
と
も
に
暮
ら
す
仲

間
を
受
け
入
れ
る「
住
民
が
主
役
」の

移
住
・
定
住
の
推
進

○
施
設
の
適
正
な
配
置
と
効
率
的
な

管
理
運
営
の
推
進

○
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
す
る
た

め
、
補
助
金
の
抜
本
的
見
直
し
と
行

政
評
価
制
度
の
効
果
的
な
活
用

参
画
協
働
推
進
都
市
の
創
造

基
本
目
標
⑤

＊
基
本
施
策

■
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育
成

支
援

■
生
涯
に
わ
た
る
健
康
づ
く
り

■
健
や
か
で
生
き
が
い
の
持
て
る
高

齢
者
福
祉
の
実
践

■
心
の
通
っ
た
社
会
福
祉
の
推
進

【
主
な
取
り
組
み
】

○
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
や
、
子

ど
も
と
家
庭
を
取
り
巻
く
状
況
の
変

化
に
合
わ
せ
た「
第
２
期
伊
予
市
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」の

策
定

○
認
定
こ
ど
も
園
設
置
に
向
け
た
環

境
整
備

○
４０
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
特
定
健
診
の
無
料
化

○
健
康
づ
く
り
推
進
に
向
け
た
健
康

ポ
イ
ン
ト
事
業
の
実
施

○
集
会
施
設
と
高
齢
者
の
介
護
予
防

健
康
福
祉
都
市
の
創
造

基
本
目
標
②

機
能
を
兼
ね
備
え
た
複
合
施
設
の
建

設（
中
山
地
域
）

○
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま
い
・
生

活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
強
化

○
独
居
高
齢
者
の
支
援
、
敬
老
会
の

開
催
支
援
な
ど
地
域
住
民
が
主
体
の

取
り
組
み
へ
の
支
援

○「
福
祉
ま
る
ご
と
相
談
窓
口
」を
中

心
と
し
た
相
談
体
制
の
強
化

＊
基
本
施
策（
抜
粋
）

■
学
校
教
育
環
境
の
整
備
・
充
実

■
生
涯
に
わ
た
り
学
習
で
き
る
環
境

づ
く
り

■
個
性
豊
か
な
文
化
の
振
興

【
主
な
取
り
組
み
】

○
小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備

○
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー「
Ｉ
Ｙ
Ｏ
夢

生
涯
教
育
都
市
の
創
造

基
本
目
標
③

み
ら
い
館
」の
８
月
の
プ
レ
オ
ー

プ
ン
、
来
年
４
月
の
本
格
供
用
開
始

に
向
け
た
事
業
の
推
進
、
お
よ
び
文

化
芸
術
・
生
涯
学
習
の
拠
点
施
設
と

し
て
の
運
営
管
理
体
制
の
整
備

び
五
色
浜
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
改
修
工
事
の
推
進

○
中
山
栗
を
核
と
し
た
特
産
品
開

発
、
周
辺
地
域
の
産
業
振
興
お
よ
び

活
性
化
の
推
進

＊
基
本
施
策（
抜
粋
）

■
活
力
あ
る
商
業
・
工
業
の
振
興

■
賑
わ
い
の
あ
る
観
光
の
振
興

■
食
と
食
文
化
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り

【
主
な
取
り
組
み
】

○
防
災
拠
点
漁
港「
豊
田
漁
港
」の
臨

港
道
路
液
状
化
対
策

○
商
品
券
発
行
事
業
の
支
援（
中
山
・

双
海
地
域
）

○
ふ
た
み
シ
ー
サ
イ
ド
公
園
施
設
改

修
工
事
の
詳
細
設
計
の
実
施

○
谷
上
山
公
園
の
あ
ず
ま
や
、
お
よ

産
業
振
興
都
市
の
創
造

基
本
目
標
④
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健
全
な
財
政
運
営
を
考
慮
し「
第

二
次
伊
予
市
総
合
計
画
」の
成
果
目

標
の
達
成
を
見
据
え
、
よ
り
一
層
の

「
選
択
と
集
中
」を
進
め
、
限
ら
れ
た

財
源
を
重
点
的
か
つ
効
果
的
に
活
用

し
、
本
市
の
将
来
像
で
あ
る「
ま
ち
・

ひ
と 

と
も
に
育
ち
輝
く
伊
予
市
」の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

主
要
事
業
は
、
図
書
館
お
よ
び
文

化
交
流
セ
ン
タ
ー
事
業
、中
山
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
整
備
事
業
、認

定
こ
ど
も
園
施
設
整
備
事
業
、
老
人

福
祉
施
設
建
設
事
業
、
障
害
者（
児
）

施
設
整
備
事
業
な
ど
で
す
。

　

教
育
や
福
祉
、
土
木
な
ど
の
基

本
的
な
行
政
運
営
の
経
費
を
賄
う

「
一
般
会
計
」と
、
公
共
料
金
や
利
用

料
な
ど
独
自
の
収
入
が
あ
る「
特
別

会
計
」に
区
別
し
て
経
理
や
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
３１
年
度
は
、
１２
事
業
の
特
別

会
計
と
水
道
事
業
会
計
と
い
う
公
営

企
業
会
計
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
当
初
予
算

特
別
会
計
当
初
予
算

○
特
別
会
計
予
算
総
額

　

１０７
億
１
１
４
１
万
円

　
（
前
年
比
２．３
％
減
）

○
水
道
事
業
会
計
予
算
総
額

　

１１
億
４
８
５
６
万
円

　
（
前
年
比
８．２
％
増
）

区分 予算額 前年比

国民健康保険（事業勘定） ４６億８，０６６万円 ▲０．１％

国民健康保険（診療施設勘定） ４，５１０万円 ４．２％

介護保険 ４１億９，８６６万円 １．１％

簡易水道 １億１，２７０万円 １２．４％

飲料水供給施設 ４６４万円 １０．２％

浄化槽整備 ３，４３５万円 ▲４．４％

農業集落排水 ９，８４７万円 ０．５％

伊予港上屋 １，０６７万円 ±０％

公共下水道 ９億４，１１１万円 ▲２３．３％

特定環境保全公共下水道 ６，０２６万円 ▲１．８％

後期高齢者医療 ４億８，４５１万円 ▲３．０％

都市総合文化施設運営事業 ４，０２８万円 ▲９．０％

特別会計

区分 予算額 前年比

水道事業 １１億４，８５６万円 ８．２％

水道事業会計

歳出

民生費
６４億５，３０３万円
（３６％）

公債費
１７億１，４１６万円
（１０％）

土木費
１９億５，４０８万円（１１％）

教育費
２０億６，９６９万円（１２％）

衛生費
１１億９，９８６万円（７％）

消防費
８億４，２９０万円（５％）

農林水産業費
６億７，５９６万円（４％）

その他 １億８，１０４万円（１％）商工費 ３億７，１３５万円（２％）

総務費
１７億７，１８９万円（１０％）

○
一
般
会
計
予
算
総
額

　

１７５
億
８
４
６
８
万
円

　
（
前
年
比
２．１
％
増
）

・
義
務
的
経
費（
人
件
費
・
扶

助
費
・
公
債
費
）

　

７１
億
８
０
０
６
万
円

　
（
前
年
比
１．６
％
増
）

・
投
資
的
経
費（
普
通
建
設
事

業
費
・
災
害
復
旧
費
）

 　

　

２７
億
１
４
０
６
万
円

　
（
前
年
比
１３．７
％
増
）

歳入

市税
３６億９，９０９万円
（２１％）

地方交付税
５７億４，３６５万円（３３％）

国・県支出金
３８億９，３４７万円
（２２％）

市債
１６億６，４６０万円
（１０％）

その他 ９億３，２００万円（５％）

自主財源
３０％

依存財源
７０％

その他
１０億５，１８７万円
（６％）

繰越金
６億円（３％）

災害復旧費 ３億５，０７２万円（２％）
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「　あいくる」「スマイル号」運休のお知らせ
運休
します

ご注意ください

デマンドタクシー「スマイル号」

■運休期間　４月２７日（土）～５月６日（月）

　５月７日（火）～９日（木）の利用は、４月２４日（水）～
２６日（金）に予約できます。
■問い合わせ　デマンドタクシー予約センター（☎
９８６－００１０）、経済雇用戦略課（直通☎９８２－１１２０）

■運休期間　４月２８日（日）～５月６日（月）

■問い合わせ　奥道後交通㈱（☎９７７－０１１７）、経済
雇用戦略課（直通☎９８２－１１２０）

コミュニティバス「　あいくる」

　ゴールデンウィーク期間中、伊予市コミュニティバス「あいくる」と
伊予市デマンドタクシー「スマイル号」は、下記のとおり運休します。

休日窓口開設日は４月１４日（日）
印鑑登録や住民票の取得など休日

窓口

■休日窓口開設日　４月１４日（日）
■取り扱い事務　印鑑登録・住民票・戸籍・
印鑑証明書・マイナンバーカードの交付・戸
籍届受領

４月２７日（土）～５月６日（月）の間、市役所はお休みします

４月２７日（土）～５月６
日（月）までの戸籍届は、
市役所（本庁）宿直で受
領します。住民票など
の取得はできませんの
で、手続きはお早めに。

■問い合わせ　市民課（直通☎９８２－
１１１２）

広報いよし ２０１９．４(11)



 伊予地域 

４月１１日（木）
 ８：５０～ ９：００ 彩浜館
 ９：１０～ ９：２０ さざなみ館駐車場
 ９：３０～ ９：４５ 新川集会所
 ９：５０～１０：１０ 鳥ノ木東集会所
１０：２０～１０：３０ 上三谷集会所
１０：３５～１１：００ 下三谷集会所
１１：０５～１１：１０ 白水公民館
１１：１５～１１：３０ 下吾川池田集会所
１３：０５～１３：１５ 三秋集会所
１３：２５～１３：４０ 森消防団詰所
１３：４５～１４：００ 本郡本村消防団詰所
１４：１０～１４：２５ 三島天神社
１４：３５～１４：５０ 上吾川集会所

 双海地域 

 ９：１０～ ９：２０ 高野川集会所
 ９：２５～ ９：３５ 小網トンネル駐車場
 ９：４０～ ９：４５ 城ノ下（共栄網加工場裏三差路）
 ９：５５～１０：００ 本郷（四国種苗様前）
１０：０５～１０：１０ 本郷（亀岡篤様宅前）
１０：２０～１０：２５ 双葉公民館
１０：３０～１０：３５ 本谷（元バス停前）
１０：４０～１０：４５ 日喰（ＪＲ下灘駅前）
１０：５５～１１：００ 奥東（県道分岐点）
１１：１０～１１：１５ 池ノ久保（畑中様宅前）
１１：３０～１１：３５ 下浜集会所
１１：４０～１１：５０ 上浜（下灘コミセン）
１３：３０～１３：３５ 大栄集会所
１３：４５～１３：５０ 日尾野集会所
１３：５５～１４：００ 岡（徳永様宅前）
１４：０５～１４：１５ 三島（バス停前）
１４：２０～１４：３０ 久保公民館
１４：３５～１４：４０ 両谷公民館
１４：４５～１５：０５ 双海地域事務所

４月９日（火）

犬の登録と狂犬病予防注射

　飼い犬の登録は、法律により義務付けら
れています。未登録の犬を飼っている人は、
必ず登録してください。
　交付された鑑札（登録証）を紛失し、再交
付を受ける場合は、１，６００円が必要です。
※犬の死亡や住所・飼い主の変更など登録内容
が変わったときは、必ず届け出をしてくださ
い。

犬の登録（登録料３，０００円）

　生後９１日以上の犬は、毎年１回狂犬病
予防注射を受けなければなりません。
　４月９日（火）から左記の日程で各地を
巡回します。飼い主は必ず受けさせてく
ださい。
※必ず犬を抑えられる人が来てください。危
険と判断される犬は、事故防止のため注射を
お断りする場合があります。

※左記の日程で都合の悪い人は、動物病院で受
けてください。

狂犬病予防注射（注射料３，０００円）

犬の登録と
狂犬病予防注射

■問い合わせ　
環境保全課（直通☎９０９－６３３８）

 中山地域 

 ９：２５～ ９：３５ 上長沢（ウッドセンター前）
 ９：４５～ ９：５０ 犬寄（バス停前）
 ９：５５～１０：０５ 坪之内（生活改善センター）
１０：１０～１０：１５ 村中集会所
１０：２０～１０：３０ 竹之内集会所
１０：４５～１０：５０ 坪井（亀崎様宅前三差路）
１０：５５～１１：００ 小池（倉庫前）
１１：０５～１１：１５ 大矢（集会所下三差路）
１１：２０～１１：３０ 下野中（西川延幸様宅前）
１１：４０～１１：４５ 栃谷集会所
１３：２５～１３：４０ 永木構造改善センター
１３：５０～１４：００ 平沢（伊予鉄南予バス転回場）
１４：１０～１４：２０ 高岡（農道記念碑前）
１４：２５～１４：４０ 中山地域事務所

４月１０日（水）

１０：０５～１０：３０ 上野地区公民館
１０：４５～１１：０５ 郡中地区公民館
１１：１０～１１：３０ 中村地区公民館
１３：３５～１３：５０ 双海地域事務所
１４：１５～１４：３０ 中山地域事務所
１４：５０～１５：１５ 大平地区公民館

４月１３日（土）
 全地域 

　狂犬病は、狂犬病に
感染した動物にかまれ
ることで発症し、治療
法がない致死性の病気
です。愛犬を守るため
にも、飼い主や家族、近
所の人を守るためにも、
必ず予防注射を受けさ
せましょう。

射

 ８：５５～ ９：１０ 八倉中央集会所
 ９：１５～ ９：３５ 宮下集会所
 ９：４０～１０：００ 上野集会所
１２：５５～１３：０５ 稲荷西集会所
１３：１０～１３：１５ 市場集会所
１５：２５～１５：４０ 唐川コミュニティセンター

４月１３日（土）
 伊予地域 

　あずきともなかを飼い始めてか
ら１年。家族が増えたことで幸せも
増えました。大切な家族を守るため
にも、狂犬病の予防注射は必ず受け
させています。
　昨年は、動物病院で受けましたが、
今年は市の予防注射を利用してみ
ようと思います。

大切な家族を守るために

▲右から井上真次さん（下吾川）、三男もなかくん、次男あずき
くん、理絵さん
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しせいニュース

人の動き（２月末日現在）
　人口　　３７，２４３人（＋１５）
　男　　　１７，５６１人（＋１８）
　女　　　１９，６８２人（－３）
　世帯　１６，０４７世帯（＋１０）
　出生　　　 　１６人（＋３）
　死亡　　　 　４１人（－８）
※（　）は前月比。

市内の交通事故状況（２月末日現在）
２月 累計 前年比

発　生 ５件 ７件 －５件
死　者 ０人 ０人 ±０人
傷　者 ７人 ９人 －８人

市内の街頭犯罪等発生状況（２月末日現在）
２月 累計 前年比

侵 　入  　盗 １件 ３件 ＋２件
自  動  車  盗 ０件 ０件 ±０件
オートバイ盗 ０件 ０件 ±０件
自  転  車  盗 １件 １件 －２件
車 上 ね ら い ２件 ３件 ±０件

水道の休日当直当番業者
月 日 指定工事事業者 電　話

４

６㈯ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０
７㈰ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８
１３㈯ ㈲升田金物店 出　渕９６７－００６７
１４㈰ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８
２０㈯ 西岡建材㈱ 下吾川 ９８３－１５９８
２１㈰ ㈱友澤設備 大　平 ９８２－１３８１
２７㈯ 武智水道工業㈱ 上三谷 ９８２－１２６８
２８㈰ ㈲港南設備 稲　荷９８２－４４８７
２９㈪ ㈱佐々木工業所 湊　町 ９８３－０４５０
３０㈫ Ｋ・シマダ 下吾川 ９８３－６５５３

５

１㈬ ㈲協和設備工業 上吾川 ９８３－４１８５
２㈭ ㈲栄電機設備 中　山 ９６７－１３１８
３㈮ 藤岡工業㈱ 上　灘 ９８６－０３５０
４㈯ 功栄設備 中　村 ９８２－５８８８
５㈰ ㈲升田金物店 出　渕９６７－００６７
６㈪ ㈲ハヤタ設備工業 上吾川 ９８３－０３９８

※水道メーターから宅内側の修理は自己負担。
※業者への依頼は、８：３０～１７：００。

市税の納期（４月）
納期限 口座引落日

固定資産税
（第１期） ５月７日（火）５月７日（火）
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◆休日窓口開設日（市民課）…４月１４日（日）、８時３０分～１７時１５分

農
地
の
集
約
や
貸
し
借
り
を
考
え
て
い
る
人

安
心
し
て
農
地
の
貸
し
借
り
が
で
き
ま
す

農
業
委
員
会
事
務
局
（
直
通
☎
９
８
３
ー
６
３
５
１
）

　

４
月
と
１０
月
の
年
２
回
、
農
業
後
継

者
に
農
地
を
集
積
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
農
地
の
貸
し
借
り
を
行
う「
利

用
権
設
定
等
促
進
事
業
」の
申
し
出
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
農
地
の
貸
し
借
り
を
す

る
と
、
期
間
終
了
と
同
時
に
農
地
が
返

還
さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
貸
し
借

り
が
で
き
ま
す
。

■
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
１９
日
㈮

■
申
し
込
み
方
法　

利
用
権
設
定
申
出

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
区
域
を
担

当
す
る
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

確
認
後
、
農
業
委
員
会
事
務
局
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

意
見
公
募
手
続
制
度
に
よ
る
意
見
を
求
め
ま
す

長
寿
介
護
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
７
）ほ
か

■
計
画
の
名
称

　

①
伊
予
市
高
齢
者
福
祉
施
設
再
編
方
針

（
案
）

②
伊
予
市
公
共
建
築
物
に
お
け
る
木
材

の
利
用
の
促
進
に
関
す
る
方
針（
案
）

■
閲
覧
場
所

○
市
役
所
１
階
情
報
コ
ー
ナ
ー

○
各
地
域
事
務
所

○
伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

■
閲
覧
・
意
見
の
提
出
期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
２２
日
㈪

■
意
見
の
提
出
方
法　

意
見
提
案
書

（
所
定
の
様
式
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

直
接
持
参
、
郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
提
出
先

　

①
長
寿
介
護
課（　

９
０
９
ー

６
３
３
５
、
Ｅ
メ
ー
ルcyojyu-

kaigo@
city.iyo.lg.jp

）

②
農
林
水
産
課（
直
通
☎
９
０
９
ー

６
３
３
９
、　

９
８
２
ー
１
７
２
８
、

Ｅ
メ
ー
ルnourinsuisan@

city.iyo.
lg.jp

）

手
話
奉
仕
員
の
活
動
に
興
味
の
あ
る
人

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す

福
祉
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
２
１
）

　

聴
覚
障
が
い
者
な
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
手
話
奉
仕
員

の
養
成
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

■
期
間　

５
月
１６
日
㈭
〜
平
成
３２
年
３

月
中
旬
ま
で（
入
門
・
基
礎
４０
回
）

■
日
時　

毎
週
木
曜
日
、
１８
時
３０
分
〜

２０
時
３０
分

■
場
所　

市
役
所
４
階
大
会
議
室

※
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
住
所
、
ま
た
は
勤

務
先
が
あ
り
、
講
座
修
了
後
に
取
得
技

術
を
活
用
し
た
活
動
が
で
き
る
人

■
定
員　

１０
人　

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

■
受
講
料　

無
料

※
テ
キ
ス
ト
代
は
実
費
。

■
申
込
期
限　

４
月
２３
日
㈫

■
申
込
方
法　

福
祉
課
へ
受
講
申
込
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
受
講
申
込
書
は
、伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、福
祉
課
ま

た
は
各
地
域
事
務
所
で
お
受
け
取
り
く

だ
さ
い
。

土
地
・
家
屋
の
価
格
や
課
税
台
帳
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

「
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」「
課
税
台
帳
」の
縦
覧

税
務
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
５
）

　

固
定
資
産
税
の
納
税
者
や
納
税
者
の

委
任
を
受
け
た
人
は「
土
地
価
格
等
縦

覧
帳
簿
」「
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿
」で
、

比
較
し
た
い
土
地
や
家
屋
の
地
番
を
指

定
し
て
帳
簿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
、
納
税
者
な
ど
は
、
資
産
内

容
が
分
か
る「
課
税
台
帳
」を
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
地
番
参

考
図
を
公
開
し
て
い
ま
す
。
土
地
の
所

在
確
認
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
５
月
７
日
㈫

■
場
所　

税
務
課
、
ま
た
は
各
地
域
事

務
所

※
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
ま
た
は
健

康
保
険
証
な
ど
）を
持
参
し
て
く
だ
さ

　
い
。 ４月２７日（土）～５月６日（月）

し尿のくみ取り業務のお知らせ

５月１日（水）から

元号が変わります
　市から発送する文書は、原則として
元号を使用しています。そこで、５月
１日（水）以降に市から発送する文書に
は、新しい元号を用いることとします。
　ただし、５月１日（水）より前に市か
ら発送する文書では、納税通知書の納
期限や計画書の計画期間など、将来の
日付や年度を表記する場合に「平成」で
表記しているものがあります。
　これらの文書は、元号が変わった後
も有効なものとして取り扱いますの
で「平成」と表記されている部分は、新
しい元号に読み替えていただきますよ
う、ご理解とご協力をお願いします。
■問い合わせ　総務課（直通☎９０９－
６３８０）

民生委員・児童委員をご紹介します
　３月１日付で、民生委員・児童委員に委嘱されま
した。
■氏名　川中 健二さん
■電話番号　０９０－９５５３－４１１７
■担当地区　大平上（四ツ松、大地蔵、石原）
■問い合わせ　福祉課（直通☎９８２－７３３０）

地域 事業所 電話 営業状況

伊予 伊予環境保全 ９８２－２５８７
９８３－０９９９ 休業

中山 大山衛生社 ９８４－１６９９ 各事業所へお問い
合わせください双海 松下衛生社 ９８７－０２３０

※くみ取りを予定している人は、連休前に依頼してください。
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市
民
に
分
か
り
や
す
い
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
て

行
政
評
価
委
員
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

未
来
づ
く
り
戦
略
室
（
直
通
☎
９
０
９
ー
６
３
６
４
）

　

限
ら
れ
た
行
政
財
源
を
最
大
限
に
有

効
活
用
す
る
た
め
に
、
市
が
行
う
事
務

事
業
に
つ
い
て
、
妥
当
性
・
有
効
性
・
効

率
性
な
ど
の
観
点
か
ら
行
政
評
価
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

行
政
評
価
の
客
観
性
や
透
明
性
、
説

明
責
任
を
高
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の

市
政
へ
の
参
画
の
機
会
を
確
保
す
る
た

め
、
市
職
員
が
行
う
内
部
評
価
と
併
せ

て
、
行
政
評
価
委
員
会
委
員
に
よ
る
外

部
評
価
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
外
部
評
価
を
行
う「
行
政
評
価

委
員
会
」の
構
成
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　

１
年
以
上
市
内
に
在
住

す
る
２０
歳
以
上
の
人

※
他
の
審
議
会
な
ど
の
委
員
に
選
任
さ
れ

て
い
る
人
、行
政
関
係
機
関
の
職
員
、地

方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員
お
よ
び
市

関
係
団
体
の
役
職
者
を
除
く
。

■
募
集
委
員　

公
募
に
よ
る
市
民
２
人

■
任
期　

２
年

■
報
酬　

市
の
規
定
に
よ
る
報
酬（
日

額
）を
支
給

■
開
催
日　

原
則
７
〜
１１
月
ま
で
の
間

に
８
回
程
度（
夕
方
〜
夜
間
）開
催
予
定

■
選
考
方
法　

作
文
に
よ
る
審
査

■
応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
に
、

応
募
の
動
機
な
ど
を
記
入
し「
地
域
の

公
共
施
設
に
求
め
る
も
の
」を
テ
ー
マ

と
し
た
作
文（
４００
字
以
上
）を
添
え
て
、

直
接
、郵
送
、フ
ァ
ク
ス
、ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
用
紙
は
、伊
予
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、未
来
づ
く
り

戦
略
室
で
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

※
応
募
書
類
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
審
査
結
果
は
全
員
に
通
知
し
ま
す
。

■
応
募
期
限　

４
月
２６
日
㈮

■
提
出
先　

未
来
づ
く
り
戦
略
室

（　

９
８
３
ー
３
６
８
１
、
Ｅ
メ
ー
ル

m
iraidukuri@

city.iyo.lg.jp
）

就
職
・
退
職
を
し
た
人

国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は
お
済
み
で
す
か

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）

　

健
康
保
険
は
、
自
動
的
に
切
り
替
わ

る
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

就
職
し
て
会
社
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
場
合
や
、
退
職
し
て
国
民
健
康
保

険
に
加
入
す
る
場
合
は
、
市
役
所
に
届

け
出
が
必
要
で
す
。

　

会
社
の
健
康
保
険
な
ど
は
、
会
社
が

加
入
や
喪
失
の
手
続
き
を
し
て
く
れ
ま

す
が
、
国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
、
加

入
者
が
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
就
職
や
退
職
を
し
た
人
は
、
異

動
日
か
ら
１４
日
以
内
に
届
け
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。

■
届
け
出
に
必
要
な
も
の

○
国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
き　

会
社
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書
、

印
鑑（
認
め
印
）

○
国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
と
き　

加
入
者
全
員
分
の
国
民
健
康
保
険
と
健

康
保
険
の
両
方
の
被
保
険
者
証
、
印
鑑

（
認
め
印
）

※
届
け
出
に
は
、
世
帯
主
と
加
入
者
全
員

の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
分
か
る
も
の
、お
よ

び
届
け
出
者
の
本
人
確
認
書
類
が
必
要

で
す
。（
届
け
出
者
が
同
一
世
帯
員
以
外

の
場
合
は
、委
任
状
が
必
要
で
す
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
す
る
手
続
き
が

遅
れ
る
と

　

国
民
健
康
保
険
の
加
入
日
は
、
健
康

保
険
な
ど
の
資
格
を
喪
失
し
た
日
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
民
健
康
保
険

税
は
、
資
格
を
取
得
し
た
月
分
か
ら
課

税
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
加
入
す
る
ま
で

は
被
保
険
者
証
が
な
い
た
め
、
そ
の
間

の
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
を
脱
退
す
る
手
続
き
が

遅
れ
る
と

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
た
ま
ま
に

な
っ
て
し
ま
い
、
国
民
健
康
保
険
税
の

督
促
状
が
届
い
た
り
、
口
座
か
ら
国
民

健
康
保
険
税
が
引
き
落
と
さ
れ
て
し
ま

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
国
民
健
康
保
険

の
資
格
喪
失
後
に
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者
証
を
使
っ
た
場
合
は
、
国
民
健

康
保
険
が
負
担
し
た
医
療
費
を
返
還
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

交
通
事
故
な
ど
が
原
因
で
医
療
機
関
を
受
診
し
た
人

国
民
健
康
保
険
を
使
用
し
た
場
合
は
届
け
出
を

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
交
通

事
故
な
ど
の
第
三
者
行
為
に
よ
っ
て
受

傷
し
た
場
合
は
、
被
保
険
者
証
を
使
用

し
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
保
険
者
へ
の
届
け
出
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
損
事
故
の

場
合
も
届
け
出
が
必
要
で
す
。

　

医
療
費
は
、
本
来
加
害
者
が
負
担
す

る
も
の
で
す
。
国
民
健
康
保
険
が
一
時

的
に
医
療
費
を
立
て
替
え
、
後
日
、
加

◆市役所手話通訳者駐在日…月～金曜日（祝日を除く）、８時３０分～１７時

害
者
に
請
求
し
ま
す
。

示
談
の
前
に
届
け
出
を

　

第
三
者
行
為
に
よ
る
治
療
を
受
け
る

場
合
、
ま
た
は
相
手
方
と
示
談
を
行
う

場
合
は
、
事
前
に
市
民
課
へ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
加
害
者
か
ら
直
接
治
療
費
を

受
け
取
っ
た
り
、
示
談
を
済
ま
せ
た
り

す
る
と
国
民
健
康
保
険
が
使
え
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　クレジットカード（以下、カード）を何種類も
持つ人が増えています。便利ですが、取り扱
いや管理には十分注意しないといけません。
　正しく利用していないと、カードを紛失し
たり盗難に遭ったりしたときの補償が受け
られない場合があります。支払い方法の特徴
を把握して、自分に合った選択をしましょう。
また、売上票や利用明細で利用状況や支払額
をしっかり確認しましょう。

安心ほっと

消費者相談
経済雇用戦略課
消費者相談窓口☎９８２－１２８９

今一度、クレジットカードを見直そう
今月のテーマ

■トラブルに遭わないために
○カードを受け取ったら、すぐに裏面に署名
をする
○カード会社の連絡先を控えておく
○暗証番号は他人が分かりにくいものにする
○絶対にカードを他人に貸さない
○自分の支払い能力を見据えて、計画的に利
用する

木
造
住
宅
を
新
築
す
る
人

木
造
住
宅
の
新
築
費
用
を
補
助
し
ま
す

農
林
水
産
課
（
直
通
☎
９
０
９
ー
６
３
３
９
）

　

次
の
①
〜
④
の
全
て
に
該
当
す
る
住

宅
が
対
象
で
す
。

①
市
内
で
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
新
築

す
る
住
宅

②
住
宅
の
主
要
部
に
地
域
材（
県
内
で

産
出
さ
れ
た
木
材
）を
お
お
む
ね
５０
％

以
上
使
用
し
、
延
床
面
積
６６
㎡
以
上
の

住
宅

③
市
内
に
事
務
所
が
あ
る
工
務
店
が
建

築
す
る
住
宅

④
そ
の
他
、
市
が
指
定
す
る
条
件
を
満

た
す
住
宅

■
補
助
金
額　

使
用
す
る
地
域
材
の
体

積
１
㎥
当
た
り
１
万
５
千
円
を
乗
じ
た

金
額（
３０
万
円
を
上
限
）

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ひ
と
り
親
家
庭
、重
度
心
身
障
が
い
者
、子
ど
も
の
医
療
費

医
療
費
の
お
知
ら
せ

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）

①
医
療
費
を
助
成
し
ま
す　

　

次
の
条
件
に
該
当
す
る
人
は
、
医
療

費
の
助
成
制
度
が
あ
り
ま
す
。
助
成
を

希
望
す
る
場
合
は
、申
請
が
必
要
で
す
。

○
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
　

　

２０
歳
に
満
た
な
い
児
童
を
扶
養
し
て

い
る
ひ
と
り
親
家
庭
、
準
ひ
と
り
親
家

庭
の
祖
父
も
し
く
は
祖
母
と
孫
ま
た
は

兄
姉
と
弟
妹
、
父
母
の
い
な
い
児
童

※
家
庭
主
に
所
得
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る

場
合
は
該
当
し
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、年
少

控
除
な
ど
を
考
慮
し
、
対
象
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

○
重
度
心
身
障
が
い
者
の
医
療
費
助
成

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
の
人
、

療
育
手
帳
判
定
Ａ
の
人
、
ま
た
は
身
体

障
害
者
手
帳
３
〜
６
級
の
人
で
、
か
つ

療
育
手
帳
判
定
Ｂ
の
人

○
子
ど
も
の
医
療
費
助
成

　

中
学
校
卒
業
年
度
末（
１５
歳
に
達
し

た
日
以
降
に
お
け
る
最
初
の
３
月
末

日
）ま
で
の
人

②
子
ど
も
が
学
校
管
理
下
で
け
が
を
し

た
場
合
の
医
療
費

　

学
校（
幼
稚
園
、
保
育
園
を
含
む
）管

理
下
で
け
が
を
し
た
際
、
初
診
か
ら
治

癒
ま
で
の
自
己
負
担
額
が
１
５
０
０
円

（
未
就
学
児
は
１
０
０
０
円
）以
上
の
場
合

は
、
医
療
費
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。（
独
）日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー

の
災
害
共
済
給
付
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

医
療
機
関
の
窓
口
で
は
、
医
療
費
助

成
の
受
給
者
証
ま
た
は
受
給
資
格
証
を

提
示
せ
ず
、
一
部
負
担
金
を
支
払
っ
た

後
、
学
校
な
ど
へ
報
告
の
上
、
給
付
金

の
請
求
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
遠
足
や
登
下
校
中
で
の
け
が
、
部
活
中

の
熱
中
症
な
ど
。

③
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
人
へ

　

新
元
号
へ
の
改
元
に
伴
う
受
給
者
証

ま
た
は
受
給
資
格
証
の
訂
正
は
行
い
ま

せ
ん
。
新
元
号
の
表
記
を
希
望
す
る
場

合
は
、
５
月
７
日（
火
）以
降
に
市
民
課

窓
口
で
交
換
し
ま
す
。

■
必
要
な
も
の　

受
給
者
証
ま
た
は
受

給
資
格
証
、
印
鑑（
認
め
印
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ　

①
③
市
民
課

ま
た
は
各
地
域
事
務
所
②
学
校
教
育
課

ま
た
は
子
育
て
支
援
課

学
生
納
付
特
例
制
度
・
産
前
産
後
免
除

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

市
民
課
（
直
通
☎
９
８
２
ー
１
１
１
３
）

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と
は

　

学
生
で
本
人
の
収
入
が
少
な
く
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
難
し
い
人

は
、
在
学
中
の
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

猶
予
さ
れ
た
期
間
は
、
将
来
年
金
を
受

け
る
た
め
に
必
要
な
期
間
に
加
え
ら
れ

ま
す
。

■
対
象
者　

本
人
の
平
成
３０
年
中
の
所

得
が
一
定
以
下
の
学
生（
所
得
の
目
安

１１８
万
円
）

■
必
要
書
類　

学
生
証
の
写
し（
両
面
）

ま
た
は
在
学
証
明
書（
原
本
）、
年
金
手

帳
、
印
鑑（
認
め
印
）

※
前
年
度
申
請
し
て
い
る
人
で
、引
き
続
き

同
じ
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人
は
、
日

本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
書
類
に

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
返
信
す
る
こ

と
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
。
送
付
さ
れ

な
い
場
合
は
、
担
当
窓
口
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※
学
生
納
付
特
例
期
間
は
、年
金
額
に
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
１０
年
以
内
に
保
険
料
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
で
、
年

金
額
を
確
保
で
き
ま
す
。

産
前
産
後
免
除
が
始
ま
り
ま
す

　

４
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
に
係
る
免

除
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
国
民
年
金
加

入
者
が
出
産
を
行
っ
た
場
合
、出
産（
予

定
）日
の
前
月
か
ら
４
カ
月
間
は
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま

す
。

■
対
象
者　

平
成
３１
年
２
月
１
日
以
降

に
出
産
を
行
っ
た
国
民
年
金
加
入
者

■
申
請
期
間　

出
産
予
定
日
の
６
カ
月

前
か
ら
申
請
で
き
ま
す
。

■
必
要
書
類
　
本
人
確
認
で
き
る
も

の
、
印
鑑（
認
め
印
）、
母
子
健
康
手
帳

な
ど
出
産
予
定
日
が
分
か
る
も
の（
出

産
前
に
申
請
す
る
場
合
）。

※
出
産
し
た
子
と
住
民
票
を
別
に
し
て
い

る
場
合
、
出
生
証
明
書
な
ど
出
産
日
お

よ
び
親
子
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
書
類

が
必
要
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

松
山
西
年
金
事
務
所

（
☎
９
２
５
ー
５
１
０
５
）、
ま
た
は
市

民
課

入
居
を
希
望
す
る
人

市
営
住
宅
・
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま
す

都
市
住
宅
課
（
直
通
☎
９
０
９
ー
６
３
６
１
）

■
入
居
申
込
資
格

○
市
内
に
住
所
、
ま
た
は
勤
務
場
所
が

あ
る
こ
と

○
現
在
、
住
む
所
に
困
っ
て
い
る
こ
と

○
同
居
を
予
定
す
る
親
族
が
い
る
こ
と

○
地
方
税（
市
税
）を
滞
納
し
て
い
な
い

こ
と

○
い
わ
ゆ
る「
暴
力
団
員
」で
な
い
こ
と

○
市
営
住
宅
入
居
希
望
者
は
、
世
帯
全

員
の
所
得
月
額
が
基
準
額（
１５
万
８
千

円
も
し
く
は
２１
万
４
千
円
）以
下

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
入
居
希
望
者

は
、
世
帯
全
員
の
所
得
月
額
が
基
準
額

（
１５
万
８
千
円
〜
４８
万
７
千
円
）の
範
囲

内■
家
賃　

○
市
営
住
宅　

入
居
者
の
所
得
や
対

象
住
宅
の
立
地
条
件
な
ど
で
決
定

○
特
定
公
共
賃
貸
住
宅　

下
表
参
照

■
選
考
方
法　

公
開
抽
選
で
決
定
し

ま
す
。
空
き
戸
数
が
な
い
場
合
は
、
補

欠
入
居
者
と
し
て
抽
選
で
入
居
順
位

を
決
め
ま
す
。

※
母
子
、心
身
障
が
い
者
世
帯
な
ど
は
、入

居
順
位
の
優
遇
が
あ
り
ま
す
。

※
入
居
す
る
場
合
は
、敷
金
、保
証
人
が
必

要
で
す
。

■
受
付
期
間　

４
月
１
日
㈪
〜
１２
月
２７

日
㈮（
８
時
３０
分
〜
１７
時
１５
分
、
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

※
受
付
順
は
、
入
居
順
位
と
関
係
あ
り
ま

せ
ん
。

■
応
募
手
続
き　

都
市
住
宅
課
、
ま
た

は
各
地
域
事
務
所
の
窓
口
で
申
込
書
を

配
布
し
ま
す
。
説
明
書
類
を
確
認
し
た

上
で
、
必
要
書
類
を
添
え
て
都
市
住
宅

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■市営住宅
地域 伊予 中山 双海

団地・住宅

新
川
団
地

鳥
ノ
木
団
地

門
前
住
宅

竹
之
内
団
地

豊
岡
団
地

寺
尾
団
地

下
灘
団
地

二
瀬
団
地

あ
か
ね
団
地

夕
や
け
団
地

双
海
団
地

住
宅
基
本
情
報

建築年度 Ｈ７ Ｓ４８～
５４ Ｈ１４ Ｈ８ Ｈ２ Ｓ５１～

５３ Ｈ１８ Ｈ１３ Ｈ１０ Ｈ８ Ｓ４７

家賃目安 １７～
４１千円

９～
２６千円

１３～
４５千円

１１～
３６千円

１８～
３６千円

１１～
２１千円

１９～
３８千円

１８～
３６千円

１８～
３４千円

１８～
３５千円

４～
８千円

住居形態 ３ＤＫ
２ＤＫ ３ＤＫ ３ＬＤＫ

１ＤＫ
３ＬＤＫ
１ＤＫ ３ＤＫ ３Ｋ ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ ２Ｋ

浴室・トイレ 有 有（注） 有 有 有 有（注） 有 有 有 有 有（注）

エレベーター １棟有
２棟無 無 無 無 無 無 無 無 無 無 無

駐車場 有 有 有 有 有（少） 有 有 有 有 無 有（少）

（注）鳥ノ木、寺尾、双海団地の浴槽・給湯設備は、入居者による設置・管理となります。
※空き状況は、退去者の発生や、り災者対策による入居などにより変更となる場合があります。
※家賃目安は、入居者資格内における家賃額の幅を表記しています。家賃額は所得によって変動します。
※駐車場は、満車の場合があります。

■特定公共賃貸住宅
地域 中山 双海

団地
泉
町
団
地

門
前
団
地

清
流
団
地

住
宅
基
本
情
報

建築年度 Ｈ７ Ｈ８ Ｈ５

家賃月額 ４５千円 ４５千円 ２５千円

住居形態 ３ＤＫ ３ＤＫ ３ＤＫ

浴室・トイレ 有 有 有

エレベーター 無 無 無

駐車場 有 有 有



しせいニュース
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■市内の火災と救急出場件数（２月末日現在）
種別 ２月分 累計

火 災
件 数

伊予 ０
０
伊予 ０

０中山 ０ 中山 ０
双海 ０ 双海 ０

救急出場
件 数

伊予 ９４
１３１

伊予 ２１０
２８４中山 １４ 中山 ２７

双海 ２３ 双海 ４７

伊予消防署だより
伊予消防署☎９８２ー０１１９
火災・救急☎１１９

皆さんの安心のため、消防は２４時間活動しています。
火災案内☎９８２－８８９９
救急病院案内☎９８２－５９５９

対策していますか？

地震で起こる「通電火災」

　地震が起こると停電が発生する場合があり
す。電気の復旧が行われると、電源が入った
まま転倒した電気器具や断線した電気配線に
通電されショートを起こします。これによっ
て火災が発生することを「通電火災」といいま
す。
　地震が起こると避難することに夢中になり、
電気のブレーカーを切ることを忘れてしまう
かもしれません。そんな時「感震ブレーカー」
が通電火災対策に有効です。
　「感震ブレーカー」は、大きな地震が起こると

自動的に通電を遮断する器具で、ホームセン
ターなどで購入できます。また、電気を復旧
させる場合は、事前にガス漏れがないことや
電気製品の安全の確認を行いましょう。

　本市は、住む人・訪れる人が安全で快適
に行き交うまちづくりを目指しています。
　この春、灘町商店街周辺を訪れた人たち
が休憩や交流できる場が新たに誕生しまし
た。炊き出しが可能な「かまどベンチ」を設
置するなど、災害発生時の拠点としても活
用できます。
　ぜひ、訪れてゆったりとした時間を過ご
しませんか。
■問い合わせ　都市住宅課（直通☎９０９－
６３６０）

灘町にポケットパークが誕生
ほっと一息つきませんか

伊予市役所ＪＲ伊予市駅

伊予港

伊予鉄郡中港駅

ポケットパーク

伊予市子ども総合センター
子ども家庭総合支援拠点

　市内に居住する１８歳までの子どもとその
保護者を対象に、子育てや教育に関するさま
ざまな問題について、保健・福祉・教育分野か
ら総合的・専門的な相談・支援を行っています。
　どんな小さなことでもご相談ください。

子育て支援センター「あおぞら」と
　　　ファミリー・サポート・センターの運営が変わります

　これまで市が、子育て支援センター「あおぞ
ら」とファミリー・サポート・センターを直接運
営してきましたが、４月１日（月）から、次の事
業者が運営します。
　また、子育て支援センター「あおぞら」は、子
育て支援拠点「あおぞら」に名称が変わります。
■運営事業者　㈱縁遊
■事務所所在地　尾崎３番地１、児童センター
「みんくる」内

■問い合わせ　子育て支援拠点「あおぞ
ら」（☎０８０－２９９７－１３１３）、ファミリー・サ
ポート・センター（☎０９０－５７１７－１９１４）

　自立に向けて、ふれあいを大切にしながら、
集団生活の中で学習やスポーツに取り組み、
カウンセリングなど心のケアを行っています。
■対象　市内の小・中学校に在籍する児童・
生徒。何らかの理由で、学校へ行けない、また
は行きづらい児童・生徒。

適応指導教室「はばたき」

㈱縁遊は、児童センター「みんくる」
の指定管理者です。「みんくる」「あ
おぞら」の行事は、各ホームページ
をご覧ください。

■相談日時　月～金曜日、８時３０分～１７時
※祝日、年末年始を除く。

■場所　総合保健福祉センター２階
■相談方法　まずはお電話ください。
■問い合わせ　子ども総合センター（☎９８９
－６２２６）、適応指導教室「はばたき」（☎９８９－
５０２２）

一人で悩まないで！
どんなことを相談できるの？

○養育、しつけなどの子育て
○虐待
○言葉や心身などの発達
○不登校やいじめ
○問題行動や非行
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　２月２１日、ＤＣＭダイキ㈱本社で『第１８回大亀財団ス
ポーツ賞表彰式』が行われ、伊予市ビーチバレー普及委員
会（吉田久委員長）がふるさとスポーツ賞を受賞しました。
　同会は、平成１３年に結成し、同１４年から毎年五色姫海
浜公園でビーチバレー大会「ＨＩＭＥカップ」を開催。参加
者数は延べ１０，０００人を超え、ビーチバレーボールを伊予
市の「ふるさとスポーツ」にするため、普及活動に尽力さ
れています。

大亀財団ふるさとスポーツ賞受賞 
伊予市ビーチバレー普及委員会
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～

　２月１７日、総合保健福祉センターで『伊予市子ども・子
育てフォーラム』が開催されました。
　保護者ら約１００人が参加し、広島県のご当地ヒーロー
で児童虐待防止活動に取り組む安芸戦士メープルカイ
ザー氏を講師に迎え、虐待防止について学びました。同
氏は、自身が受けた虐待の経験や児童虐待防止の啓発活
動を例に、親子のコミュニケーションの大切さを伝えまし
た。

子ども・子育てフォーラム
虐待のない社会を目指して

　２月２３日、しもなだ体育館で『平成３０年度第１２回いよ
し和太鼓のつどいコンサート』が開催されました。
　幼児から大人まで、市内の個性豊かな太鼓団体が勢ぞ
ろい。優しく静かに染み入る音、激しく豪快に響き渡る
音など、太鼓が奏でるさまざまな音を使い分けながら、
オリジナルの楽曲を披露しました。気迫あふれる勇壮な
演者の姿に、観客は魅了されていました。　
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～和太鼓のつどいコンサート
伊予市の太鼓団体が勢ぞろい

広報いよし ２０１９．４(23) ２０１９．４ 広報いよし (22)

①

③
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ほっと
アングル
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～中山中いいとこ発信隊 ふるさとＣＭ大賞に出場
３０秒のわが町自慢

　２月１７日、中山中いいとこ発信隊が、ふるさとの魅力
を３０秒のＣＭで表現する愛媛朝日テレビ主催『ふるさと
ＣＭ大賞えひめ’１９』に出場しました。
　同隊は、ニュース番組内で中山町の「いいとこ」を紹介
する「中山いいとこＮＥＷＳ」を制作。特産品の中山栗やシ
イタケ、温かな光で幻想的な空間をつくるホタルを紹介
し、会場から大きな拍手が湧き起こりました。

⑤

⑥ ⑦

⑧

②

⑨
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～全国大会出場選手激励会
輝け！ 伊予市の選手たち！

①【全国高等学校ライフル射撃競技選抜大会】松下彩香
さん、池本翔馬志さん、明山美羽さん、福岡希実さん
②【全国ジュニアオリンピックカップ春季水泳競技大会】
兵頭虎太朗さん
③【全国高等学校柔道選手権大会】濱田泰良さん
④【同】井上花恋さん、山邉龍斗さん、髙田遼真さん、法
兼真さん
⑤【全国ホープス選抜卓球大会】山藤結夢さん
⑥【全国選抜高校テニス大会】正岡拓人さん、土居愛斗
さん

⑦【全日本社会人バスケットボール選手権大会】清家
聖美さん、川口ひらりさん、米澤はるかさん
⑧【国際親善空手道選手権大会】宮里希喜さん、宮里
希奏乃さん、宮里統希さん
⑨【全国選抜中学校テニス大会】（前列左から）蟹江菜
生さん、玉井真珠さん、田中紗弥さん、日野紗良さん、
近藤唯さん、古賀愛美さん
※氏名は写真左から。
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～ハンセン病紙芝居 ほほえみの会
差別や偏見をなくすために

　２月６日、南山崎小学校でハンセン病の学習が行われ、
ほほえみの会による紙芝居が披露されました。
　この紙芝居は、ハンセン病の正しい知識を多くの人に
知ってもらいたいという同会の思いから、子どもにも分
かりやすく、また親しみやすいように、同会の大西美寿
津さん（大平）が制作しました。温かみのある絵で描かれ
たハンセン病に対する差別や偏見などの歴史に、児童は
真剣な眼差しで耳を傾けていました。

　３月３日、ウェルピア伊予で『第１回まなぼうさい』が
開催されました。
　２０以上の企業や団体が協力し、災害時のパネルや防災
用品の展示などを行いました。また、災害発生時に活躍
する緊急車両が集まり、高所作業車やミニユンボを体験
したり、水消火器で消火体験をしたりするなど、子ども
から大人まで楽しみながら防災への知識を深めました。
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～まなぼうさい
見て、聞いて、体験しながら学ぶ

広報いよし ２０１９．４(25) ２０１９．４ 広報いよし (24)

　３月４日、岡田泰希さん（尾﨑出身）が『愛媛オレンジバ
イキングス特別指定選手』として契約したことを報告す
るため市長を訪問しました。
　岡田さんは、小学校からバスケットボールを始め、国体
出場やスリーポイント王を受賞するなど、さまざまな活
躍をしています。「試合では、自分の得意なスリーポイン
トシュートを生かして、精一杯頑張ります」と意気込みを
語りました。
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～オレンジバイキングス特別指定選手 岡田泰希さん
伊予市出身Ｂリーガー誕生
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～米湊Ａ－１ ふれあい作品展まつり
個性豊かな作品展

　３月９・１０日、本郷集会所（米湊）で『第１２回ふれあい
作品展まつり』が開催されました。
　このまつりは、地域住民の親睦を深めることを目的に
した作品展。地域の方が制作した絵画や書道、木工品、手
芸品など大小さまざまな作品が展示されました。お茶や
コーヒー、ケーキなどが楽しめる喫茶や、くじ引きなども
行われ、会場は多くの方でにぎわいました。

　３月３日、双海町大久保閏住地区で『菜の花
まつり』が行われました。
　同イベントは、全て閏住地区住民による手作
りのまつりで、３０年以上前から続く恒例行事で
す。会場となった菜の花畑は、地区住民が草を
刈り、種まきを行い、毎年一面に菜の花を咲か
せています。この日は、つきたての餅や手作り
ピザ、地域の特産品販売などに大勢の来場者で
にぎわいました。
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～閏住菜の花まつり
３０年以上前から続く地域の行事

　３月９日、しおさい公園市民球場で『親子わく
わく野球体験教室』が行われました。
　澄み渡った青空の下、市内の親子約１００人が参
加。愛媛マンダリンパイレーツの選手から、キャッ
チボールやバッティングなどの野球の基本を教
わった後、ゲームを行いました。初めてバットを
握った参加者は「緊張したけど、うまく打てたの
でとても楽しかった」と笑顔で話してくれました。
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～親子わくわく野球体験教室
親子で野球に触れる



すくすくいよっ子

広報いよし ２０１９．４(27) ２０１９．４ 広報いよし (26)
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～地域おこし協力隊活動報告会
３月末で退任

　３月１２日、伊予市役所で『地域おこし協力隊活動報告
会』が行われました。
　地域おこし協力隊の渡部正輝さん（双海地域）と逢沢亜
月さん（佐礼谷地区）は、平成２８年４月から３年にわたり、
それぞれの地域において、移住促進やイベントの開催、特
産品開発などの地域活性化策に取り組みました。隊員卒
業後も、引き続きそれぞれの地域に居住する予定です。

　３月１３日、とりのき保育所の園児が、松前町南黒田に
ある菜の花畑（岡井剛太郎さん所有）に招待されました。
　今回参加したのは２～６歳の園児７１人。畑一面に咲
く菜の花に元気いっぱい飛び込んでいきました。園児は
追いかけっこをしたり、花を摘んで花束や髪飾りを作っ
たりと、黄色いじゅうたんの上で春の訪れを全身で感じ
ていました。
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～とりのき保育所園児が菜の花畑へお出かけ
黄色いじゅうたんの上でおおはしゃぎ
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～

　３月１４日、『家族経営協定調印式』が行われました。
　家族経営協定とは、農業経営に関わる世帯員が、十分
な話し合いに基づいて、経営方針や役割分担、就業条件
などを取り決めるもので、伊予市で同協定を結ぶのは４６
組目。協定締結を行った成内家（双海町串）は、農業経営
の安定と発展を目指すとともに、健康で明るく夢のある
家庭を築くことを誓いました。

家族経営協定調印式
明るい農業経営を目指して

ずっといよっ子

卒業生４００名超のうち、８１名が参加。多くの人が卒業後５０年ぶりの再会
でしたが、ほとんど昔のままのイメージでした。だんだん昔のイメージを
思い出し、和気あいあい楽しいひとときを過ごしました。数年後の再会
を祈念し解散。また会いましょう。　　　　　投稿：常川勝さん（下吾川）

港南中学校昭和４３年度卒業 平成３０年１１月１８日

♥兵頭  瑠
る か

華 ちゃん（右）♥玲
れ い か

華 ちゃん（下吾川）
　平成２７年１１月５日生まれ（３歳） 
　平成２９年８月２３日生まれ（１歳）

元
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も
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♠大隅  琉
る い
已 くん（下吾川）

　平成２９年１０月６日生まれ（１歳） 

生
ま
れ
て
き
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う

こ
れ
か
ら
も
元
気
い
っ
ぱ
い
育
っ
て
ネ
！

ずっといよっ子大募集！

　市内の小・中学校の同窓会の様子を紹介する
『ずっといよっ子』への写真を募集します。写真
にコメントを添えて、メールまたは郵送でお申
し込みください。
■必要事項
○半年以内に市内の小・中学校の同級生が集
まった写真

※写真に写っている全員が「広報いよし」への掲載に
承諾したものに限ります。

○５０字以内にまとめたコメント
○学校名・卒業年度・撮影日・投稿者の住所・氏
名・電話番号
■申し込み・問い合わせ　総務課（直通☎９０９
－６３８１、Ｅメール soumu@city.iyo.lg.jp）



教育、文化、生涯学習、スポーツ

まなびランド

２０１９．４ 広報いよし (28)広報いよし ２０１９．４(29)

今月のお知らせ
参加募集、大会結果など

社会教育課・中央公民館 直通☎９８２ー５１５５、  ９８２－５１５６

～これからテニスを始めたい人ヘ～

硬式テニス教室
■コース　火・水・木・金曜日コース（各１０回、５
月第２火曜日から開始）
■時間　１９～２１時
■場所　しおさい公園テニス場（Ｄコート）
■対象　
○火・金曜日コース　小・中学生
○水・木曜日コース　どなたでも参加できます
■定員　各コース１０人程度
■参加費　７，０００円
■申し込み　申込用紙に参加費を添えて、社会教
育課で申し込みしてください。４月１日（月）か
ら受け付けを開始します。
※申込用紙は、社会教育課窓口でお受け取りください。
※電話申し込み不可。

■問い合わせ　社会教育課

樹木希林 １２０の遺言 
樹木希林／著　宝島社

　とにかく、世の中を面白がること。
老いだって病気だって、自分の栄養
になる。生・老・病・死など普遍的な
テーマを中心に、樹木希林が残した
１２０の言葉を厳選して収録する。巻
頭には秘蔵写真も掲載。

◆開館時間
火～金曜日、９：００～１８：００
土・日曜日、９：００～１７：００
◆４月の休館日
１日（月）、８日（月）、１５日（月）、
２２日（月）、２９日（月）、３０日（火）
◆お話し会・腹話術
絵本読み聞かせ、紙芝居など
４月１３日（土）、１０：３０～
◆館内展示
○大型連休を利用してどこか
へおでかけしませんか？
○本のリサイクル市『子ども
読書週間』４月１６日（火）～２８
日（日）

図書館だより
新刊入りました♪

市立図書館 ☎９８３ー４０５１

おしえて おしえて ねむりかた
アナ・カン／ぶん　クリストファー・ウェイ
アント／え　木坂涼／やく　ほるぷ出版

　明日は楽しみにしているヨット
レース。でも、ケロケロは眠れませ
ん。もし眠れなかったら、明日、困っ
たことになるのに…。どうしたら眠
れるの？ 何かいいアイデアはない？ 
ケロケロが話しかけてくる、読者参
加型の絵本。

～熱戦が繰り広げられました～

春季市民バレーボール大会結果
　３月３日、しおさい公園市民体育館で「平成３０
年度春季市民バレーボール大会」が開催されまし
た。結果は次のとおりです。
【男子の部】
○優勝（写真）
北山崎体育会
○準優勝
郡中クラブ

【女子の部】
○優勝（写真）
北山崎体育会
○準優勝
アミーズ

　３月５日、６年生がお世話になった地域
の方を招いて絵馬づくりを行いました。
　この絵馬は、城戸鶴夫さん（米湊）が卒業
の記念に形に残るものを作ってあげたい
という思いから、１枚１枚切り出したもの。
児童は「元気」「喜」「絆」「笑」など小学校での
思い出や、中学校への決意を込めた文字を
丁寧に書きました。完成した絵馬を手に
「いろいろなことをみんなで喜び合いまし
た」「これからも笑顔を大切にしていきたい」
と自分の思いを発表していました。

僕たち私たちの学校生活♪

絵馬づくり ～南山崎小学校～

中学校生活を先生や友達、自分

を信じて頑張っていきたいと

いう思いを込めました♪  

宮岡結希さん　長期間、返却されていない本があります。背表紙の
ラベルや伊予市立図書館の蔵書印を確認し、もし見
つかった場合は、速やかに図書館へ返却をお願いし
ます。
　図書は夜間や休館中も返却できます。図書館北側
玄関口の返却ポストをご利用ください。図書館移転
に伴う長期休館中も返却ポストへご返却ください。

図書の貸し出し期間は２週間です

◆相談日時　月・水・金曜日（祝日を除く）、８：３０～
１７：００（金曜日は１２：００まで）

伊予市青少年センター子どもの悩み相談専用電話
いよしこどもほっとライン☎９８２－２６０２



体も心も健康に♪

健康ガイド
伊予市保健センター ☎９８３ー４０５２　中山保健センター ☎９６７ー１１１１　双海保健センター ☎９８６ー５６６６

休日当番医は３４・３５ページのカレンダーをご覧ください。

母子保健カレンダー
母子健康手帳を持ってきてください♪

保健師さんが優しく、いろんな話が聞けて
安心できました。子どもの成長の様子も分
かって良かったです♪

松前依世さん、天優くん（米湊）

日　時 対　象　者 内　容 実施保健
センター

 ７カ月児健診 ４／２３（火）１３：００～１４：００ Ｈ３０年９月出生児 身体測定・内科健診 伊 予

 育児相談 ４／１６（火）  ９：００～１１：００ 妊産婦・乳幼児
身体測定・健康相談・母乳
相談

伊 予

 歯科相談 ４／１６（火）  ９：３０～１１：００ 乳幼児 歯科衛生士による歯科相談  
※歯ブラシ持参

伊 予

２０１９．４ 広報いよし (30)広報いよし ２０１９．４(31)

個別栄養相談
（要予約・相談無料・秘密厳守）

日　時 場所・申込先
４／２５（木） ９：００～１６：００  伊予市保健センター

専門家に聞こう♪

こころの健康相談
（要予約・相談無料・秘密厳守）

日　時 場所・申込先
４／１７（水）１３：００～１７：００  伊予市保健センター

一人で悩まずご相談ください！

※本人以外（家族）の人も相談できます。
※相談担当は、精神保健福祉士 熊本園子先生です。

特定健診が無料で受けられます

　健康診査の日程は、広報いよし４月号と併せて配布している
「２０１９年度健康診査のご案内」をご確認ください。

■健診受付ダイヤル☎９８２－２７２７

５月から集団健診が始まります！
年に１回は受診しましょう♪

　昨年受けた市の健診で、数値が
高い部分が見つかり、保健師さん
から指導を受けました。
　健診結果を詳しく説明しなが
ら、親身になって相談に乗ってく
れたので、自分の状態をしっかり
と把握できました。栄養相談も利
用して、自分の健康状態に合った
食生活の改善にも取り組むこと
ができました。

　野菜を毎食取る、塩分の摂取を
控える、ウォーキングするなど、
無理のない範囲でも、意識的に生
活を改善することで、順調に数値
が下がりました。
　健診を受けることで、積極的に
健康への情報収集をするように
なりました。関心がないという方
も、一度健診を受けてみることを
お勧めします。

健診が健康への転機
interview

北松禎二さん（米湊）

今月のお知らせ
健康耳寄り情報♪

高齢者の肺炎球菌感染症予防接種

　高齢者の肺炎球菌予防接種の助成制度が５年
間延長されます。
■平成３１年度対象者　市内に住民票があり、過
去に肺炎球菌感染症予防接種を受けたことのな
い人で、平成３２年４月１日時点で、６５、７０、７５、
８０、８５、９０、９５、１００歳になる人、および１００歳
以上の人
■接種費用　４，０００円
■接種方法　高齢者定期予防接種記録カード、健
康保険証などの身分証明書を持参して、医療機関
で接種してください。
※高齢者定期予防接種記録カードは、４月下旬に対象
者へ郵送します。

※過去に接種したことがある人は助成が受けられま
せん。

■問い合わせ　伊予市保健センター

伊予市自殺対策計画を策定しました

　３月、「伊予市自殺対策
計画」を策定しました。
　同計画は、生きること
の包括的支援として、誰
も自殺に追い込まれるこ
とのない伊予市の実現を
目指し、策定したもので
す。平成３１～３５年度の５
年間を計画期間として、本市の自殺対策の方向性
や施策を定めています。
　市民協働で取り組んでいけるよう、市民の皆さ
まのご理解とご協力をお願いします。
※同計画は伊予市ホームページに掲載しています。

■問い合わせ　伊予市保健センター

　４０～７４歳の伊予市国民健康保
険に加入している人は、身体測
定・血液検査・検尿・血圧などの
健康診査が無料になりました。

　自身の健康のために、ぜひ受診
しましょう。健診を希望する人は、
希望日の２週間前までに、健診受
付ダイヤルへご連絡ください。



くらし
インフォメーション
くらしに役立つさまざまな情報をお伝えします
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火
の
鳥
」

と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
た「
道
後
Ｒ

Ｅ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施

●
日
時　

５
月
２１
日
㈫
、
１３
〜
１７
時

●
場
所　

松
山
地
方
裁
判
所

●
対
象　

①
県
内
の
大
学
・
専
門
学

校
に
在
学
中
の
１８
歳
以
上
の
学
生
②

県
内
在
住
の
１８
歳
以
上
の
社
会
人

●
定
員　

①
②
各
８
〜
１６
人（
抽
選
）

●
内
容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
、
グ
ル
ー
プ

評
議
、
裁
判
員
経
験
者
と
の
意
見
交

換
会

●
日
程　

５
月
９
日
㈭
〜
８
月
８
日

㈭
の
う
ち
、
毎
週
火
・
木
曜
日（
計
２６

回
）

※
８
月
６
日
㈫
を
除
く
。

●
時
間　

１０
〜
１６
時

●
場
所　

愛
媛
県
母
子
家
庭
等
就

業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

※
車
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

●
科
目　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル（
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
２
０
１
０
）、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
、
会
計
ソ
フ
ト
な
ど

※
科
目
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
対
象　

①
母
子
家
庭
の
母
②
父
子

家
庭
の
父
③
母
子
家
庭
ま
た
は
父
子

家
庭
の
子
ど
も
④
寡
婦

●
定
員　

２０
人

募
集

母
子
家
庭
等
就
業
支
援

パ
ソ
コ
ン
技
能
取
得
講
座

お
知
ら
せ

松
山
自
動
車
道
夜
間
通
行
止

め
〈
大
洲
南
ＩＣ
〜
西
予
宇
和
ＩＣ
〉

●
日
時　

４
月
１５
日
㈪
〜
１９
日
㈮
、

各
日
２０
時
〜
翌
朝
６
時

●
迂
回
路　

国
道
５６
号

〈
土
居
ＩＣ
上
り
線
出
口
〉

●
日
時　

４
月
２２
日
㈪
〜
２４
日
㈬
、

各
日
２０
時
〜
翌
朝
６
時

※
予
備
日
は
４
月
２５
日
㈭
、２０
時
〜
翌
朝

６
時
。

●
迂
回
路　

国
道
１１
号

〈
い
よ
西
条
ＩＣ
上
り
線
出
口
・
下
り

線
入
口
〉

●
日
時　

５
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭
、

各
日
２０
時
〜
翌
朝
６
時

※
予
備
日
は
５
月
１０
日
㈮
、２０
時
〜
翌
朝

６
時
。

●
迂
回
路　

国
道
１１
号

西
日
本
高
速
道
路
㈱
四
国
支
社
愛

媛
高
速
道
路
事
務
所（
☎
９
０
５
ー

０
１
８
１
）

お
知
ら
せ

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

１０
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
消
費
税
軽

減
税
率
制
度
に
つ
い
て
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時　

４
月
９
日
㈫
・
１０
日
㈬
、

各
日
１０
〜
１１
時
・
１４
〜
１５
時

●
場
所　

松
山
若
草
合
同
庁
舎

※
参
加
無
料
。

※
参
加
者
多
数
の
と
き
は
、入
場
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

松
山
税
務
署（
☎
９
４
１
ー

９
１
２
１
）

お
知
ら
せ

が
け
地
な
ど
の
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

県
中
予
地
方
局
が
、
土
石
流
や
が

け
崩
れ
の
恐
れ
の
あ
る
危
険
区
域
を

設
定
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま

す
。
調
査
の
際
、
調
査
員
が
対
象
地

へ
立
ち
入
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
調
査
員
は
身
分
証
明
書
を
必
ず
身
に

付
け
て
い
ま
す
。

●
実
施
期
間　

平
成
３２
年
３
月
末
ま

で
県
中
予
地
方
局
河
川
砂
防
課（
☎

９
０
９
ー
８
７
７
４
）

お
知
ら
せ

伊
予
商
工
会
議
所
ｄｅ
愛
イ
ベ

ン
ト

●
日
時　

５
月
１９
日
㈰
、
１０
時
３０
分

〜
１５
時

●
場
所　

花
の
森
ホ
テ
ル

©ＴＥＺＵＫＡ ＰＲＯＤＵＣＴＩＯＮＳ

●
申
し
込
み
方
法　

愛
媛
県
生
涯
現

役
促
進
地
域
連
携
事
業
推
進
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込
む
か
、

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
氏
名
、
性

別
、年
齢
、住
所
、連
絡
先
を
記
入（
連

絡
）し
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

５
月
３１
日
㈮

【
事
前
説
明
会
】

●
日
時　

６
月
６
日
㈭
、
１４
〜
１５
時

●
場
所　

松
山
市
総
合
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

愛
媛
県
生
涯
現
役
促
進
地
域
連

携
事
業
推
進
協
議
会（
☎
９
１
３
ー

６
３
３
９
、
Ｅ
メ
ー
ルinfo@

ehim
e-syougaigeneki.jp

）

●
申
し
込
み
方
法　

申
し
込
み
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
用
紙
は
、松
山
地
方
裁
判
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。

●
申
込
期
間　

４
月
８
日
㈪
〜
４
月

１９
日
㈮
消
印
有
効

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

松
山

地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
庶
務
係

（
〒
７
９
０
ー
８
５
３
９
、
松
山
市
一

番
町
三
丁
目
３
ー
８
、
☎
９
０
３
ー

４
３
７
９
）

※
往
信
用
裏
面
に
は
、電
話
番
号
も
記
入

し
、返
信
用
裏
面
に
は
、何
も
記
入
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
送
付
先
　
松
山
地
方
裁
判
所

総
務
課「
無
料
法
律
相
談
会
」係

（
〒
７
９
０
ー
８
５
３
９
、
松
山
市
一

番
町
三
丁
目
３
ー
８
）

●
申
込
期
限　

４
月
１９
日
㈮
必
着

松
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務
課

庶
務
係（
☎
９
０
３
ー
４
３
７
９
）

※
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
の
上
、決
定

し
ま
す
。

●
受
講
料　

無
料

※
教
材
費
と
検
定
料
は
自
己
負
担
。

●
申
し
込
み
方
法　

必
要
書
類
お
よ

び
印
鑑（
認
め
印
）を
持
っ
て
、
伊
予

市
子
育
て
支
援
課
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

●
必
要
書
類　

①
②
児
童
扶
養
手
当

証
書
、
ま
た
は
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
受
給
者
証
の
写
し
③
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
受
給
者
証
の
写
し
④
寡
婦

で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
戸
籍
謄
本

※
満
１
歳
以
上
の
未
就
学
児
の
託
児
が

必
要
な
人
は
、
申
込
時
に
保
育
依
頼

書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
保
育
費

用
は
、
住
民
税
非
課
税
な
ど
の
場
合

は
無
料
で
す
が
、所
得
額
に
よ
り
、一

部
負
担
の
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

４
月
１９
日
㈮

愛
媛
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自

立
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
９
０
７
ー

３
２
０
０
）、
ま
た
は
伊
予
市
子

育
て
支
援
課（
直
通
☎
９
８
２
ー

１
１
１
９
）

●
募
集
人
数　

２０
〜
４０
歳
く
ら
い
ま

で
の
独
身
の
男
女
各
２０
人

●
参
加
費　

男
性
３
０
０
０
円
、
女

性
２
０
０
０
円

●
申
し
込
み
方
法　

え
ひ
め
結
婚
支

援
セ
ン
タ
ー
へ
メ
ル
マ
ガ
登
録
を
行

い
、
配
信
さ
れ
る
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン

か
ら
申
し
込
む
か
、
参
加
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
申
込
書
は
伊
予
商
工
会
議
所
で

お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

４
月
２４
日
㈬

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

伊
予
商
工
会
議
所（
〒
７
９
９
ー

３
１
１
１
、
伊
予
市
下
吾
川

１
５
１
２
ー
６
、

９
８
３
ー

２
２
２
７
、
☎
９
８
２
ー
０
３
３
４
）

し
て
い
ま
す
の
で
、
工
事
中
な
ら
で

は
の
道
後
温
泉
本
館
の
魅
力
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

●
開
催
期
間　

平
成
３２
年
度
末
ま
で

（
予
定
）

●
場
所　

道
後
温
泉
本
館
お
よ
び
周

辺
エ
リ
ア

道
後
温
泉
事
務
所（
☎
９
２
１
ー

５
１
４
１
）

無料相談
お気軽にご相談ください

人権相談
４月１８日（木）、１３：００～１６：００
ミュゼ灘屋、中山地域事務所、双海地
域事務所
相談担当者：人権擁護委員
伊予市福祉課☎９８２－７３３０（直通）

※４月から時間・場所を変更しています。

弁護士・行政書士・税理士相談
１３：３０～１６：００（前日までに予約）
○第１・３水曜日：弁護士相談
○第２金曜日：行政書士相談
○第２・４火曜日：税理士相談

伊予市社会福祉協議会☎９８２－
０３９３

行政相談
４月９日（火）、９：００～１２：００
伊予地域：松尾 多美子さん
伊予市役所
中山地域：宮田 昭典さん
中山地域事務所
双海地域：山口 隆義さん
慶徳寺
伊予市総務課☎９０９－６３８０（直通）

子どもに関することやＤＶなどの相談
月～金曜日、８：３０～１７：００
相談先：子ども総合センター☎９８９－
６２２６

介護相談（高齢者相談窓口）
相談先：伊予市地域包括支援センター
☎９０９－６２６０、なかやま幸梅園☎
９６７－０３００、双海夕なぎ荘☎９８６－
０１３１

福祉まるごと相談窓口
福祉に関することで、どこに相談する
かわからないときにご相談ください。
月～金曜日、８：３０～１７：００
伊予市役所１階 福祉課☎９８２－

７３３０

不動産相談
４月１０日（水）、１３：００～１５：００
松前町役場
伊予宅建協会☎９８４－７０００



４月２８日（日）～５月６日（月）

休日当番医カレンダー

要連絡

２０１９．４ 広報いよし (34)

月　日 医院名 診療時間 電話番号 場所

４／２８（日） 稲田内科 ９：００～１５：００ ９８３－３００３ 伊

４／２９（月）
伊予診療所 ９：００～１５：００ ９８２－１１７０ 伊
豊島医院 ９：００～１２：００、１３：００～１５：００ ９６２－２０７３ 砥

４／３０（火）

伊予診療所 ９：００～１２：００、１５：００～１７：００ ９８２－１１７０ 伊
伊予病院 ９：００～１５：００ ９８３－２２２２ 伊
こんどうクリニック ９：００～１２：３０、１４：００～１７：１５ ９８２－０３３８ 伊
永井クリニック ９：００～１７：００ ９８２－０００９ 伊
たなか消化器科クリニック ９：００～１２：００、１５：００～１７：００ ９８２－７３３３ 伊

おち内科循環器科 ８：３０～１８：００（受付時間：午前の部
１２時まで・午後の部１７時３０分まで） ９６０－３６２０ 松

河辺整形外科 ９：００～１５：００ ９８５－０５００ 松
西原耳鼻咽喉科 ９：００～１２：００、１４：００～１８：００ ９８５－２５１１ 松
むかいだ小児科 ８：３０～１８：００ ９８５－０１１５ 松
西村医院 ９：００～１８：００ ９６２－３１２２ 砥

５／ １（水）

伊予診療所 ９：００～１２：００、１５：００～１７：００ ９８２－１１７０ 伊

おち内科循環器科 ８：３０～１８：００（受付時間：午前の部
１２時まで・午後の部１７時３０分まで） ９６０－３６２０ 松

おひさまファミリークリ
ニック ９：００～１５：００ ９８４－００８８ 松

西村医院 ９：００～１８：００ ９６２－３１２２ 砥
山本クリニック ９：００～１５：００ ９６２－２０３６ 砥

５／ ２（木）

伊予診療所 ９：００～１２：００、１５：００～１７：００ ９８２－１１７０ 伊
たなか消化器科クリニック ９：００～１２：００、１５：００～１７：００ ９８２－７３３３ 伊

おち内科循環器科 ８：３０～１８：００（受付時間：午前の部
１２時まで・午後の部１７時３０分まで） ９６０－３６２０ 松

おひさまファミリークリ
ニック ８：３０～１２：３０、１５：００～１８：００ ９８４－００８８ 松

梶原クリニック ９：００～１５：００ ９６０－３１９７ 松
西原耳鼻咽喉科 ９：００～１２：００、１３：００～１５：００ ９８５－２５１１ 松
むかいだ小児科 ８：３０～１８：００ ９８５－０１１５ 松
西村医院 ９：００～１８：００ ９６２－３１２２ 砥

５／ ３（金） かどた内科 ９：００～１５：００ ９５７－３１１３ 砥
５／ ４（土） 鎌井内科 ９：００～１５：００ ９６２－６２６２ 砥
５／ ５（日） 河辺整形外科 ９：００～１５：００ ９８５－０５００ 松

５／ ６（月）
きはら整形外科 ９：００～１５：００ ９８９－７７１１ 伊
木谷耳鼻咽喉科 ９：００～１５：００ ９５８－８７４１ 砥

　ゴールデンウィーク中の休日当番医
は下記のとおりです。詳しくは、伊予
市ホームページ、またはえひめ医療情報
ネットホームページをご覧ください。

※場所：伊（伊予市）・松（松前町）・砥（砥部町）



㊩休日当番医（９～１５時、要連絡）
Ⓐ～Ⓗ２次救急医療機関

■２次救急医療機関（８時３０分～翌朝８時３０分）　  ※救急以外はご遠慮ください。
Ⓐ 松山市民病院 ９４３－１１５１

Ⓕ
奥島病院 ９２５－２５００

Ⓑ 済生会松山病院 ９５１－６１１１ 渡辺病院 ９７３－０１１１

Ⓒ
松山笠置記念心臓血管病院 ９４１－２２８８

Ⓖ
南松山病院 ９４１－８２５５

愛媛医療センター ９６４－２４１１ 松山城東病院 ９４３－７７１７

Ⓓ
平成脳神経外科病院 ９０５－００１１

Ⓗ
梶浦病院 ９４３－２２０８

野本記念病院 ９４３－０１５１ 愛媛生協病院 ９７６－７００１
Ⓔ 松山赤十字病院 ９２４－１１１１ 浦屋病院 ９４３－０１５０

■１次救急医療機関
●松山市医師会休日診療所
（日曜日・祝日、☎９１５－３１１１）
○内科　９～１２時、１３～１８時、１９
～２１時
○小児科　１５～１８時、１９～２１時
●松山市急患医療センター
（☎９２２－１１９９）
○内科　月～土曜日、２１～２４時
○小児科　毎日、２１時～翌朝８時

イベント情報

広報いよし ２０１９．４(35)

４月のカレンダー
１ 月 Ⓓ

２ 火 Ⓔ

３ 水  Ⓕ

４ 木 　　　　　　　　　　　　　　　　               Ⓖ

５ 金 清明　  　　　　　　　　　　　　　　　　　 Ⓗ

６ 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓐ

７ 　　　　　　　　　㊩友澤外科☎９８５－０５１１ Ⓑ

８ 月 　　　　　　　　　Ⓒ

９ 火 Ⓓ

１０ 水  Ⓔ

１１ 木  Ⓕ

１２ 金  Ⓖ

１３
いよし花まつり（１０時～）ウェルピア伊予（１４日まで）

Ⓗ

１４
休日窓口開設（８時３０分～１７時１５分）市民課窓口

㊩豊島医院☎９６２－２０７３ Ⓐ

１５ 月 Ⓑ

１６ 火 Ⓒ

１７ 水 土用入り　　　　　　　　　　　　　　　　   Ⓓ

１８ 木 　　　　　　  　　　　　　　　　　 Ⓔ

１９ 金 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ⓕ

２０ 穀雨　　　　　　　　　　　　  　　　　　 　Ⓖ

２１ ㊩中川内科☎９５６－０６００ Ⓗ

２２ 月 Ⓐ

２３ 火 Ⓑ

２４ 水  Ⓒ

２５ 木  Ⓓ

２６ 金 Ⓔ

２７ Ⓕ

２８  Ⓖ

２９ 昭和の日　　　　　　　　　　　　　　　　   Ⓗ

３０ 退位の日                                   　　　　　 Ⓐ

「広報いよし」掲載有料広告を募集します
　財源の確保と市民サービスの向上、地域経済の活
性化を図るため、公益法人や市内の事業所などから
広告を募集しています。
○掲載場所　裏表紙の最下段など
○印刷部数　１４，５００部（毎月１日発行）
※詳しくは、伊予市ホームページをご覧ください。
■問い合わせ　総務課（直通☎９０９－６３８２）
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※４月２８日（日）～５月６日（月）の休日当番医は、３４ページの
 　「休日当番医カレンダー」をご確認ください。
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直
通
）

　昭和５５年、高校卒業後、愛知県で就職し、
１１年間のサラリーマン生活を送りました
が、長女の小学校入学を機に、平成３年に
愛媛に帰郷となりました。
　当時「もうサラリーマンはしたくない」と
いう思いから、車のコーティングの仕事を
始め、なんとか３人の子どもたちを成人さ
せることはできましたが、不況の波に押さ
れ、農業と兼業という形になり、今では農
業が本業のようです（笑）。現在はブルーベ
リー観光農園を中心に、レモン・青パパイヤ
などを全て無農薬で栽培し、安全安心な作
物を県内、さらには全国の皆さまに送り届

けています。
　仕事以外でもここ数年、大きな変化が…。
２年前から同級生に誘われて登山を始め
ました。昨年２月には、人生初の愛媛マラ
ソンを完走することもでき、同年５月から
は『伊予ハンズ』で手話も習い始めました。
週２～３回はレクバレーもしています。
　今年で５８歳となる還暦間近のじいさん
ですが、私のアオハルはまだまだ終わって
いません。これからも、大好きな伊予市で
いろんなことに挑戦したいと思います。
ー 次回は片岡さんのお知り合い、宮野昌之さ
ん（中山町中山）にお願いします ー

広報いよしは、環境に優しい植物油
インキと再生紙を使用しています。 ２０１９．４ 広報いよし (36)

片岡 英富 さん（下唐川）
今月のカタル人

　　　　私のアオハル

思いをつなぐ市民リレー

思いをカタル
№１３

広　告

広
報
こ
ぼ
れ
話

　
取
材
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せ
て
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だ
い
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福
岡
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ん
ご
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域
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た
。
驚
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は
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て
い
な
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の
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事
」と「
生
活
」

の
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ス
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と
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何
事
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と
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た
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と
を

学
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た
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久
保
）


